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 令和７年度第７回　飯南町教育委員会議事録

 １．開会日時 　令和７年１０月３０日（木）　　開会　14：25　閉会　

 ２．開会場所 谷公民館

 ３．出欠状況 ○出席者 

教育長：大谷哲也 

教育委員：烏田勝信、熊谷高暢、小野田知子、源知香子 

（谷公民館）門脇館長、高橋主事 

（事務局）次長：石飛幹祐、指導主事：郷原指導主事 

社会教育主事：難波社会教育主事

 ４．議題 【協議・報告事項】 

・教育環境基本計画の住民説明会について 

  

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

（教育長あいさつ） 

　本日は学校訪問、公民館視察とお世話になります。各地で熊の被害

が発生しており、懸念しています。昨日校長会がありましたが、暑さ

や雨を心配しながらの運動会も無事終わり、学習発表会に向けて頑

張っているところです。教育環境基本計画ですが４会場での説明会

が終わったところです、後ほど資料で説明いたします。１１月１１

日、１３日には保護者説明会を赤来校区、頓原校区で行う予定として

おります。今後は説明会での意見を集約して次のステップである、再

編検討委員会を立ち上げ新たな計画を作っていきたいと考えていま

す。志々小学校の統合については住民説明会でも令和９年４月が望

ましいと説明をしてきているところですが、いろいろな事情や考え

があるようです。これから、各ご家庭と志々小校長と教育委員会で個

別に面談をさせていただき、　統合時期によるメリットなどを説明

して、腹を割った話をしていきたいと考えています。中には令和８年

度当初からの区域外就学を望まれる方がおられるかもしれません、

その際は委員の皆様にお世話になることと思います。よろしくお願

いいたします。先般、教育長会があり、令和７年度末の人事がスター

トする時期となりました。志々小学校のこともあり、先生方の配置に

つきましては人事の課題かと認識しております。 

 

（令和７年度第６回教育委員会議事録について要旨説明） 

 

　議事録について質問をお願いいたします。 
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熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

烏田委員 

 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

 

 

　１１月は保護者の説明会ということですが中心の議題は何です

か。 

　住民説明会と全く同じになります。保護者さんからすると住民さ

んの前では言いにくいこともあるようで、そういったことから別に

開催するものです。また、保育所の保護者さんに伝わっていないので

はということで、今回は保育所、小・中学校から案内しています。 

 

　住民説明会の前に保護者さんへは説明会をされてませんか。 

 

　保護者さんへはまだかと思います。 

 

　志々地区の保護者さんとの個別面談をするという話でしたが、 

１１月に開催される中学校区ごとの説明会は、志々小の保護者さん

にとっては進んだ内容ではないよ、とお伝えしておいた方がいいと

思います。 

 

　よろしいでしょうか、そうしますと議事に移ります。 

 

（教育環境基本計画の住民説明会について、資料１により説明） 

 

　このことについて、ご意見ご質問をお願いいたします。 

 

　志々の説明会に参加しました。令和８年度からの統合にならない

かという雰囲気をひしひしと感じました。会場からの意見もそうい

った内容が多かったと思います。令和８年からの統合という方法は

ないだろうかと考えました。８年度に持って行かないと、統合がもっ

と先になるなど、後で難しい状況になるのではと思いました。 

 

　保護者面談を今日以降行いますが、子どもさんの学年によって考

え方が異なるようです。令和８年度に６年生になるご家庭は、引き続

き志々小学校で、と考えておられると思いますし、新１年生に入学さ

れるご家庭は、志々小へ行っても１年だからあっさり、頓原小に入学

したいと思われるのも理解できるところです。教育事務所長へも状

況は共有しており、蓋を開けてみたら志々小はゼロ人ということも

あるかもしれないといった状況をお伝えしておりますが、教育事務
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烏田委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

小野田委員 

 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

 

石飛次長 

 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

 

熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

 

 

小野田委員 

所としては、そういった状況になると、管理職の処遇が難しいと聞い

ています。 

 

　状況によっては雪崩をうって児童が出ていく、志々小の名前だけ

残って人がいないという状況も考えられます。 

 

　他市町の教育長さんにも聞いてみましたが、そういった現象はあ

るようです。 

 

　説明会に参加しましたが、子どもさんの学年によって家庭の考え

方が変わるのは実感しました。ちょうど１年生に上がる子どもさん

のご家庭は悩まれているようでした。今後、個別面談をされるようで

すが、保護者さんへは、何を言っても大丈夫だから思いを伝えた方が

よいとアドバイスしています。 

 

　個人面談でお伝えしたいのは、奇数学年に学び残しが出るという

ことと、頓原小学校の３、４年生は複式か単式かの人数のギリギリの

ところですので、何人区域外就学をされるかで、志々小のみならず、

統合先へも影響が出ますので早めに意向をお伺いしたいところで

す。 

 

　保護者の個別面談の際には１１月２０日までに意思表示をしてく

ださいとお伝えすることとしています。 

 

　頓原の説明会で、受け入れ側としての意見は何かありましたか。 

 

　受け入れることについての否定的な意見はありませんでしたが、

校歌が変わるのか、のような心配をされていました。 

 

　校歌は変わるのではないですか。 

 

　極めて編入に近いものを想定していますので、校歌は変わりませ

ん。頓原小へ、極小規模校が編入すると考えています。奥出雲の高尾

小、鳥上小のように編入という形で考えています。 

 

　学びの残しが出そうな子どもさんが仮に令和８年度に区域外就学
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大谷教育長 

 

 

郷原指導主事 

 

 

 

 

 

 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

大谷教育長 

 

烏田医院 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

小野田委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

をされた場合、頓原小に加配などの先生の手当はできますか。 

 

　受け入れる方に対しては手薄になります。志々小に対してはカリ

キュラムの調整加配が可能ですが。要望は行って参ります。 

 

　算数国語はわたりの授業を基本としていますが、奇数学年が偶数

学年を学ぶときは、少し抵抗があるかもしれませんが、なんとかでき

ると思います。ただ理科や社会は学校ごとにカリキュラムを決めて

いるので、８年度に頓原小に行ってしまうと、もう頓原小では学習が

終わっていたり、同じこともう一度やるというようなことが出てき

ます。頓原小の先生方も十分なフォローができるか難しいところも

あり、家庭での支援も必要となります。 

 

　そのようなことを個人面談で伝えるのですか。 

 

　はい、個別に状況が違う部分があるので面談でお伝えします。 

 

　兄弟で別れることもありますか。 

 

　そうしたことは、想定してはおりません。 

 

　面談はとても大切なことで、説得をするというよりも，保護者の不

安を解消するというところがあります。 

 

　志々小の学びの状況、アットホームでほのぼのとした雰囲気はと

てもいい状況ですが、急に環境が変わるということは学校から足が

遠のいてしまったりということも心配されます。親御さんはそうい

ったことも含めて考えておられると思いますが。 

 

　志々小については、その後、検討する組織を作るというお話でした

か。 

 

　地区協議会については、藤原自治区長を中心に進めてまいります

が、藤原さんのお話では、保護者さんの意向が決まってから話し合い

を始めてはどうかとお話をいただいています。 
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 大谷教育長 

 

 

烏田委員 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

 

烏田委員 

 

 

 

熊谷委員 

 

 

 

 

 

大谷教育長 

 

 

 

小野田委員 

 

大谷教育長 

 

源委員 

 

 

烏田委員 

 

大谷教育長 

 

　保護者との個人面談ののち、区域外就学を申請されるご家庭があ

るかと思われますので、教育委員会での承認ということをお願いす

るかもしれませんので、よろしくお願いいたします。 

　中学校のことも気になっています。すごいお金がいるのでどうか

なと心配しています。 

 

　議会のほうでは中高の連携という基本方針であること、合併の際

の約束として来島が教育ゾーンであることの２点が非常に強かった

と思います。この状況で、既存の中学校を使うという計画を出したな

ら否決されただろうと思います。 

 

　間違ったことを言っておられるとは思いませんが、財布の問題も

考えなくてはいけません。少子高齢化で人口も少なくなっています

ので。 

 

　ゾーンと言いながらこれまで２０年間、それぞれの場所で、中高一

貫教育に取り組んできたわけで、即、ゾーンに固執することではない

と思うし、財政的なこと、飯南高校存続も考えると、町の財政を投入

することがどれだけメリットがあるのか考えるべきだろう。公立高

校の統合についての県の考え方はどうでしょうか。 

 

　定員の４分の３を割れば考えるというような以前の基準はありま

せん。野津教育長も中山間地域の高校を残していく考えがあるよう

です。 

 

　統合や今後についての情報発信はどのように考えていますか。 

 

　かわら版のようなもので考えています。 

 

　説明会は子ども連れでも行けますよというような案内があるとい

いと思いました。案内文書にも一言あるとよいです。 

 

　保育所の問題はどんな状況ですか。 

 

　今からの検討となりますが、やはり、保育所の統合の可能性もある

かと思います。同じように統合となれば、送迎の問題は出てくると思
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大谷教育長 

 

石飛次長 

 

大谷教育長 

 

熊谷委員 

 

石飛次長 

 

大谷教育長

います。小学生と違ってバスの乗車は付き添いが必要となりますの

で。 

 

　それでは、その他の日程をお願いします。 

 

（その他について説明） 

 

その他全般的にありますでしょうか。 

 

公民館視察は終わったのでしょうか。 

 

１１月は来島公民館視察があります。 

 

他にないようですので、本日はこれで終了します。 

　（１５：３９　終了）


